
(1） 昭和54年1月1日 広報 第102 号 、つ よ
 

じ
 

、つ ほ
 

町の人 口 

11月末現在 前月比較 

男 3,833人（+13) 

女 4,121人（+6 ) 

計 7,954人（+19) 

世帯数2,342人（+11) 

章
 

長
 

義
 

町
 

城
 
島
 

方
 

中
 

町
民
の
皆
さ
ん
 

明
け
ま
し
て
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
 

長
い
間
懸
案
で
あ
っ
た
直
方
ー
田
川
線
バ
イ
パ
ス
も
間
も
 

な
く
開
通
致
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
町
営
住
宅
団
地
も
 

（
約
一
三
〇
戸
）
分
譲
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

明
る
い
方
城
町
、
住
み
良
い
方
城
町
の
町
づ
く
り
に
町
民
 

の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

1
日
 

2
日
 

3
日
 

4
日
 

6
日
 

一
月
の
 

一】
 

よ
 

み
 

元
日
、
少
年
法
施
行
の
日
、
初
 

詣
、
歳
旦
祭
 

岩
亀
神
社
伊
加
利
人
形
浄
瑠
璃
 

（
田
川
市
）
 

小
倉
城
総
登
城
（
小
倉
北
区
）
 

皇
居
一
般
参
賀
、
初
荷
、
初
夢
 

書
初
め
 

箇
崎
宮
玉
せ
せ
り
（
福
岡
市
）
 

官
庁
御
用
始
め
 

小
寒
 

7
日
 

上
旬
 

11 

日
 

15 

日
 

21 

日
 

25 

日
 

湧淵 団 地 （町営住宅） 

下30 28 27 
旬 日 日 日 

七
草
、
健
康
の
日
、
七
草
粥
、
 

太
宰
府
天
満
宮
う
そ
か
え
 

鬼
す
べ
（
太
宰
府
町
）
 

消
防
出
初
式
 

鏡
開
き
 

成
人
の
日
、
お
年
玉
つ
き
年
賀
 

は
が
き
抽
せ
ん
会
 

大
寒
 

白
秋
生
誕
祭
（
柳
川
市
）
 

水
田
天
満
宮
開
運
大
祭
（
筑
後
市
）
 

初
天
神
祭
（
太
宰
府
町
）
 

国
旗
制
定
日
 

旧
正
月
 

め
か
り
神
事
（
門
司
区
）
 

火
野
葦
平
忌
（
若
松
区
）
 



へ 一、 
(3）昭和54年1月1日 n

乙
 、つ よ

 
じ
 

、つ ほ
 

第102号 昭和54年1月1日 広 報 第102号 、つ よ
 

”・し 、つ 
》
一
 報

 
広
 

議 会 議 長 

戸 新 木
 

町
民
の
皆
さ
ん
 

明
け
ま
し
て
 

お
め
で
と
、
フ
ご
ざ
い
ま
す
 

輝
か
し
い
五
四
年
の
初
春
を
迎
え
る
 

に
あ
た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
お
 

慶
び
を
申
し
上
げ
、
益
々
御
壮
健
で
幸
 

多
か
ら
ん
事
を
お
祈
り
し
ま
す
。
 

明
る
い
選
挙
は
町
内
の
美
化
か
ら
 

本
年
は
4

月
に
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
 

ま
す
が
、
特
に
身
近
な
選
挙
と
し
て
は
 

方
城
町
議
会
議
貝
の
選
挙
で
す
。
過
去
 

数
回
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
の
選
挙
の
 

た
び
に
町
内
の
い
た
る
所
に
、
候
補
者
 

の
ポ
ス
タ
ー
が
は
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
 

町
民
の
大
多
数
の
方
達
は
非
常
に
迷
惑
 

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
町
議
会
 

議
貝
自
か
ら
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
自
 

粛
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
 

、
 
一
 

さ
れ
、
町
議
会
議
員
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
 

の
掲
示
ケ
所
を
統
一
し
て
は
と
の
議
員
 

に
よ
る
自
粛
の
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
申
し
合
わ
せ
事
項
と
し
て
 

ま、 ①
町
民
の
迷
惑
を
少
し
で
も
取
り
除
 

き
た
い
。
 

②
こ
れ
に
よ
っ
て
町
内
の
美
化
を
計
 

る。 
の
2

点
が
そ
の
目
的
で
す
。
こ
の
事
を
 

受
け
て
、
．
方
城
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
 

議
会
と
し
て
も
大
変
結
構
な
事
で
も
あ
 

り
何
と
か
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
事
で
、
 

次
の
よ
う
な
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
 

第
で
す
。
 

①
目
的
に
賛
同
し
、
あ
く
ま
で
も
強
 

制
的
で
は
な
く
方
城
町
議
会
議
員
立
候
 

補
者
の
自
由
意
志
と
す
る
。
 

②
方
城
町
議
会
議
員
立
候
補
者
の
ポ
 

ス
タ
ー
掲
示
ケ
所
を
統
一
し
て
そ
れ
以
 

外
の
場
所
に
は
掲
示
又
は
は
ら
な
い
。
 

⑧
こ
れ
に
要
し
た
費
用
の
全
部
は
掲
 

示
し
た
立
候
補
者
全
員
で
按
分
負
担
と
 

す
る
。
 

以
上
が
そ
の
大
要
で
あ
り
ま
す
が
、
 

立
候
補
者
は
勿
論
、
運
動
貝
の
方
や
町
 

民
の
方
達
の
深
い
理
解
と
御
協
力
の
上
 

に
立
っ
て
の
御
賛
同
が
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
田
川
郡
内
で
も
赤
村
と
香
春
 

町
で
は
既
に
数
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
 

ま
す
が
、
非
常
に
評
判
も
よ
く
町
民
か
 

ら
も
喜
ば
れ
、
今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て
欲
 

し
い
と
の
要
望
も
多
く
あ
る
と
聞
い
て
 

い
ま
す
。
方
城
町
に
お
い
て
も
町
議
会
 

議
員
立
候
補
予
定
者
並
び
に
関
係
者
の
 

御
賛
同
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
選
挙
期
間
 

中
町
内
に
約
 44 

ケ
所
位
い
の
統
一
し
た
 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
設
置
す
る
よ
う
に
 

し
ま
す
。
一
又
こ
れ
ら
の
推
進
に
つ
い
て
 

は
、
方
城
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
 

が
主
体
で
す
。
事
務
連
絡
所
と
し
て
は
 

方
城
町
役
場
議
会
事
務
局
と
し
ま
す
。
 

具
体
的
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
 

あ
ら
た
め
て
各
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
に
 

御
相
談
を
申
し
上
げ
る
所
存
で
す
。
 

第
一
一
回
 

町
民
剣
道
大
会
開
催
 

昭
和
五
＋
三
年
十
一
月
十
九
日
、
第
 

二
回
町
民
剣
道
大
会
が
、
方
城
中
学
校
 

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

方
城
町
の
剣
道
は
、
郡
民
体
育
大
会
 

で
優
勝
す
る
な
ど
、
郡
内
で
も
高
水
準
 

で
あ
．
り
、
数
々
の
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

▼
 

小
学
生
A
 

一
位
 

小
山
彰
紀
 

二
位
 

池
本
雅
和
 

三
位
 

桑
野
美
佳
 

▼
 

小
学
生
B
 

一
位
 

瓜
生
剛
志
 

二
位
 

箕
田
匡
宏
 

三
位
 

岩
崎
慎
一
一
 

▼
 

中
学
生
 
男
子
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

ク
還
付
を
受
け
る
た
め
の
 

申
告
は
お
早
目
に
4
 

昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
 

申
告
の
期
間
は
、
昭
和
五
＋
四
年
二
月
 

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
 

の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
よ
り
前
で
 

も
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
 

を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
 

る
人
は
、
早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の
還
 

付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
 

る
場
合
や
そ
の
申
告
の
し
か
た
な
ど
に
 

つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
か
え
 

る
人
」
 

一
、
サ
ー
フ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除
、
 

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
 

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
 

日
雑
損
控
除
と
は
…
災
害
や
盗
難
、
 

横
領
に
あ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
 

を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
損
害
額
（
受
 

取
っ
た
保
険
金
等
は
除
か
れ
ま
す
。
）
 

が
所
得
金
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
 

え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
 

部
分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
 

れ
る
も
の
で
す
。
 

口
医
療
費
控
除
と
は
 

本
人
や
家
 

族
が
病
気
に
な
り
医
療
費
を
支
払
っ
た
 

場
合
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
が
、
所
得
 

金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
 

ち
ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
 

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
 

額
が
所
得
金
額
か
ら
最
高
二
百
万
円
ま
 

で
控
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

日
住
宅
取
得
控
除
と
は
 

住
宅
を
 

新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
 

場
合
、
そ
の
床
面
積
が
一
六
五
平
方
メ
 

ー
ト
ル
（
昭
和
四
十
七
年
、
四
＋
八
年
 

に
新
築
の
も
の
は
一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
 

ル
）
以
下
で
、
新
築
、
購
入
し
て
か
ら
 

六
か
月
以
内
に
入
居
し
引
続
き
居
住
し
 

て
い
る
と
き
に
は
、
居
住
し
た
年
以
降
 

三
年
間
に
わ
た
っ
て
各
年
分
の
所
得
税
 

の
額
か
ら
、
①
床
面
積
三
、
三
平
方
メ
 

ー
ト
ル
当
り
千
円
と
し
て
計
算
し
た
金
 

額
（
最
高
三
万
円
、
た
だ
し
、
昭
和
四
 

十
七
年
、
四
十
八
年
に
新
築
の
も
の
は
 

最
高
二
万
円
）
、
②
民
間
の
金
融
機
関
 

等
か
ら
十
年
以
上
の
ロ
ー
ン
を
受
け
て
 

取
得
し
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
以
 

降
に
入
居
し
た
と
き
は
、
年
間
支
払
ロ
 

ー
ン
の
う
ち
三
十
万
円
を
超
え
る
金
額
 

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
（
最
高
三
万
 

円
）
を
加
算
し
た
金
額
（
最
高
六
万
円
）
 

が
控
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

な
お
、
住
宅
取
得
控
除
に
つ
い
て
は
、
 

最
初
の
年
に
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、
一
一
 

年
目
、
三
年
目
は
年
末
調
整
で
控
除
が
 

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

二
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
 

職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
 

な
か
っ
た
人
 

三
、
株
式
の
配
当
が
あ
っ
た
り
、
特
定
 

の
寄
付
金
を
支
出
し
た
り
し
て
、
配
当
 

控
除
や
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人
 

，
四
、
原
稿
料
や
利
子
な
ど
の
収
入
が
あ
 

っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の
所
得
 

が
あ
ま
り
多
く
な
い
人
 

五
、
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
 

や
廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が
前
年
よ
り
 

大
幅
に
減
っ
た
人
 

「
確
定
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
書
類
」
 

確
定
申
告
を
す
る
と
き
、
申
告
書
に
 

添
付
し
た
り
、
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
般
 

的
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
 

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
 

い
。
 

一
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合
 

被
 

害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損
害
な
ど
 

の
明
細
書
 

二
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
 

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
証
 

三
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
場
合
・
・
・
 

ー
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
登
記
簿
 

謄
（
抄
）
本
、
住
民
票
の
写
し
、
金
融
 

機
関
等
が
発
行
す
る
住
宅
取
得
に
係
る
 

融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
な
ど
の
 

書
類
 

四
、
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
 

支
払
っ
た
生
命
保
険
料
が
一
契
約
 

に
つ
き
年
間
九
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
 

そ
の
支
払
保
険
料
の
証
明
書
 

五
、
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
 

支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書
 

六
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
申
告
す
る
 

場
合
 

勤
務
先
か
ら
も
ら
っ
た
源
泉
 

徴
収
票
 

な
お
、
四
と
五
の
保
険
料
の
掛
金
で
、
 

す
で
に
年
末
調
整
の
際
に
給
与
所
得
か
 

ら
控
除
を
受
け
た
分
に
つ
い
て
は
、
改
 

め
て
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

還
付
金
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
受
 

取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
還
付
 

の
金
額
が
三
万
円
以
上
の
と
き
は
、
銀
 

行
な
ど
の
預
金
口
座
に
振
込
む
方
法
で
 

受
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

確
定
申
告
の
こ
と
な
ど
で
わ
か
ら
な
 

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
田
川
税
務
 

署
調
査
第
一
部
門
（
電
話
〇
九
四
七
四
 

ー
四
ー
〇
四
三
〇
番
）
 
へ
お
気
軽
に
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

田
川
税
務
署
 

新
年
 
明
け
ま
し
て
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

県
警
察
の
一
月
中
広
報
テ
ー
マ
が
決
 

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 中

年
始
の
交
通
安
全
運
動
‘
 

r 

一
位
 

為
平
隆
司
 

二
位
 

田
丸
直
利
 

三
位
 

久
富
竜
三
 

ザ
 

中
学
生
 
女
子
 

一
位
 

香
月
綾
子
 

二
位
 

池
永
道
代
 

三
位
 

光
井
郁
子
 

▼
 

高
校
生
 

一
位
 

宮
崎
倫
則
 

二
位
 

原
田
正
昭
 

三
位
 

原
田
裕
次
郎
 

▼
 

一
般
無
段
者
 

一
位
 

仲
村
信
治
 

二
位
 

山
崎
光
雄
 

三
位
 

砥
綿
昭
治
 

▼
 

一
般
有
段
者
 

青
年
 

一
位
 

高
木
彦
太
郎
 

二
位
 

中
山
正
和
 

三
位
、
田
島
 
靖
 

▼
 

一
般
有
段
者
 

壮
年
 

一
位
 

勝
木
一
郎
 

二
位
 

宮
崎
 
進
 

一11
位
 

石
谷
 

猛
 

ク
選
挙
ひ
と
く
ち
メ
モ
4
 

あ
な
た
は
、
住
民
基
本
台
帳
（
住
民
 

登
録
）
に
の
っ
て
い
ま
す
か
ク
 

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
な
い
限
 

り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

選
挙
人
名
簿
の
登
録
要
件
 

一
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
 

二
、
年
齢
満
二
十
年
以
上
の
者
で
あ
 

る
こ
と
。
 

三
、
当
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
 

る
こ
と
。
 

四
、
当
町
の
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
 

日
か
ら
引
続
き
3

ケ
月
以
上
住
民
 

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
 

で
あ
る
こ
と
。
 

転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
主
変
更
 

等
の
届
出
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
 
一 

日
も
早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お
 

ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
四
年
 

ス
ロ
ー
ガ
ン
 

〈
運
転
者
〉
 

せ
は
い
道
 
大
き
く
広
げ
る
 

ゆ
ず
り
あ
い
 

年

始

め

の

交

通

安

全

運

動

 

（
飯
酒
運
転
の
追
放
）
で
す
。
正
月
は
 

飲
酒
運
転
が
多
く
、
ま
た
初
も
う
で
、
 

帰
省
な
ど
に
よ
る
交
通
量
が
増
加
（
混
 

雑
）
す
る
た
め
、
例
年
こ
れ
ら
に
起
因
 

し
た
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
年
始
特
有
の
交
通
事
故
を
防
止
 

〈
歩
行
者
〉
 

曲
が
り
か
ど
 

い
つ
も
危
険
が
 

か
く
れ
て
る
 

〈
子
ど
も
〉
 

や
っ
て
る
か
い
 

一
度
止
ま
っ
て
 

右
左
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青
 
年
 

の
 
船
 

募
 
集
 

中
華
人
民
共
和
国
と
地
理
的
、
歴
史
 

的
に
最
も
深
く
結
ば
れ
て
い
る
福
岡
県
 

は
、
福
岡
県
の
青
年
を
「
青
年
の
船
」
 

に
乗
船
さ
せ
、
中
華
人
民
共
和
国
の
実
 

情
を
参
観
し
、
中
国
青
年
と
の
交
歓
に
 

よ
っ
て
相
互
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
も
 

っ
て
日
中
友
好
親
善
に
寄
与
す
る
と
と
 

も
に
、
研
修
及
び
団
体
生
活
を
通
し
て
 

連
帯
意
識
を
高
揚
し
、
国
際
的
視
野
を
 

広
め
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
 

健
全
な
福
岡
県
青
年
を
育
成
す
る
事
を
 

目
的
と
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
 

だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
方
城
町
 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
へ
お
間
い
合
 

せ
下
さ
い
。
 

運
航
日
程
 

昭
和
 54 

年
5

月
 16 

日
か
ら
5

月
 29 

日
 

ま
で
 14 

日
間
に
わ
た
る
航
海
を
行
い
、
 

中
華
人
民
共
和
国
（
北
京
、
天
津
、
上
 

海
）
の
各
市
を
訪
問
し
ま
す
。
 

乗
船
資
格
 

日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
 54 

年
1

月
1
 

日
現
在
、
満
 20 

才
以
上
 26 

才
未
満
の
未
 

当
町
中
原
の
末
松
栄
さ
ん
よ
り
次
の
 

句
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

秋
深
し
 
山
里
に
散
る
 

紅
葉
か
な
 

野
の
花
も
 

い
ま
は
淋
し
い
 

枯
す
す
き
 

麦
蒔
き
や
 
腰
の
い
た
さ
や
 
山
紅
葉
 

婚
の
男
女
。
 

初
雪
や
 

八
十
路
の
頭
 

白
く
な
り
 

応
募
締
切
日
 

昭
和
 54 

年
2

月
3

日
（
土
）
 

初
雪
や
 

さ
も
重
た
げ
に
 

松
の
枝
 

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
 

堂
々
優
勝
 

迫

地

区

子

供

会

 

昭
和
五
十
三
年
度
方
城
町
子
供
会
対
 

抗
駅
伝
大
会
が
、
秋
晴
の
空
の
下
、
十
 

一
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
も
、
今
年
で
十
八
回
を
迎
え
 

る
こ
と
に
な
り
各
地
区
の
父
兄
の
応
援
 

も
年
々
高
ま
る
よ
う
で
す
。
優
勝
タ
イ
 

ム
も
昨
年
を
 18 

秒
上
ま
わ
る
 45 

分
 39 

秒
 

の
す
ば
ら
し
い
記
録
で
、
迫
地
区
子
供
 

会
が
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
き
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
着
順
及
び
地
区
名
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

順
位
 
子
供
会
名
 

タ
イ
ム
 

1
位
 

迫
地
区
 

45 

分
 39 

秒
 

2
位
 

上
弁
城
地
区
 

45 

分
 57 

秒
 

3
位
 

犬
星
地
区
 

46 

分
 04 

秒
 

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 
位位位位位位位位位位位位位位位 

後
谷
地
区
 

48 

分
飴
秒
 

浄
万
寺
地
区
 

48 

分
 53 

秒
 

久
六
地
区
 

48 

分
 54 

秒
 

鶴
ケ
丘
地
区
 

49 

分
 01 

秒
 

山
ノ
手
地
区
 

49 

分
 35 

秒
 

新
門
地
区
 

49 

分
 51 

秒
 

西
古
門
地
区
 

50 

分
 23 

秒
 

東
古
門
地
区
 

50 

分
 50 

秒
 

野
添
地
区
 

50 

分
 52 

秒
 

松
原
地
区
 

51 

分
 11 

秒
 

丸
山
地
区
 

52 

分
 47 

秒
 

前
村
地
区
 

53 

分
 07 

秒
 

古
門
団
地
 

53 

分
 25 

秒
 

東
区
地
区
 

53 

分
 50 

秒
 

中
古
門
地
区
 

54 

分
 28 

秒
 

昭

和

 54 

年

度

 

高

等

訓

練

生

募

集

 

こ
の
度
、
飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
 

応
募
受
付
期
間
 

校
で
は
、
次
の
よ
う
に
高
等
訓
練
生
を
 

第
一
次
 

昭
和
 53 

年
 12 

月
1

日
よ
り
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
 54 

年
1

月
 20 

日
ま
で
 

募集訓練科 
業
限
 

修
年
 

定 員 応 募 資 格 

自動車整備科 1 カ年 35 名 
25オ未満で「高等学校卒業」又は昭和54 

年3月「高等学校卒業見込み」の男女 

機械製図科 1 カ年 20 名 同 上 

場 所 選 考 日 時 選考方法 

第
二
次
 

昭
和
 54 

昭
和
 54
 

な
お
、
第
一
次
で
｛
 

き
は
、
第
二
次
募
相
 

が
あ
り
ま
す
。
 

選
考
の
場
所
、
 

本 校 

第1次 昭和54年1月25日困午前9時 適性検査 

面 接 
第2次 昭和54年3月26日明）午前9 時 

2
月
1

日
よ
り
 

3
月
 22 

日
ま
で
 

員
を
充
足
し
た
と
 

を
行
な
わ
な
い
事
 

時
及
び
方
法
 

詳細については、本校又は最寄りの公共職業安定所におたず 

ね下さい。 
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飯塚総合高等職業訓練校 
TEL (09482) ② 4018 ②4019 


